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３章-1 
 

第第第第３３３３章章章章    用途別実態把握用途別実態把握用途別実態把握用途別実態把握    

（（（（１１１１））））    「「「「コストコストコストコスト情報情報情報情報」」」」とととと「「「「ストックストックストックストック情報情報情報情報」」」」のののの的確的確的確的確なななな把握把握把握把握    

行政コストを削減しながらサービスの向上を図るためには、市の保有する公共施設を有効活用して

いくことが重要です。そのためには公共施設の現状を的確に把握し、コスト情報とストック情報の両

面から調査・分析を行う必要があります。 

コスト情報からは、行政コスト計算書等を活用し、建物の維持管理費やその施設で行われている行

政サービスの人件費や事業費などの全体の費用を把握し、ストック情報からは、土地・建物の老朽化

状況などに加え、利用実態、運営実態を把握します。 

コスト情報、ストック情報の両面から公共施設の管理の状況とその施設で行われている行政サービ

スを把握することで課題を分析し、事務事業の効率性・有効性を検証するとともに、公共施設の今後

の活用の方向性を示しています。 

図 「コスト情報」と「ストック情報」の的確な把握 
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① コストアップをせずに、よりよいサービスの提供
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（（（（２２２２））））    公共施設の配置状況 

第 3 章では、市民利用の多い、行政サービスを行う公共施設を中心に実態を把握し分析しました。

公共施設の配置状況は、次ページの「地域実態マップ」に整理しています。なお用途分類は、『地方

公共団体の財政分析等に関する調査研究会報告書』における「公共施設及びインフラ資産の更新に係

る費用を簡便に推計する方法に関する調査研究」（総務省自治財政局財務調査課）の中で示されてい

る、公共施設の用途分類「中分類」に準拠しています。 

地域振分については、『第 6 次高浜市総合計画』に準拠しています。 

■行政行政行政行政コストコストコストコスト算定算定算定算定にににについついついついてててて    

① 大規模修繕費（工事請負費に相当）は、対象が比較的に大がかりなもので、積極的にその本体の

価値や効用を増加することを目的として用いる費用をいいます。 

② 各所修繕費（修繕料に相当）は、対象が小規模なもので、使用価値、効用の減少を防ぎ、本体の

維持管理、現状復旧を目的として用いる費用をいいます。 

③ 複数の用途複合施設に当たっては、建物全体の延床面積からその機能で使用する専有部分の延床

面積の割合により、計上しています。 

④ 市債利息償還金（利息償還金）は、施設建設に伴う借入金である地方債の毎年発生する利息分を

計上しています。 

⑤ 減価償却相当額は、資産価値の向上にかかるコストをいい、建物取得費用や 1,000 万円以上の

大規模修繕費、100 万円以上の車両・備品購入費をそのものの耐用年数で除して算出したもの

を計上しています。 
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図 行政コスト計算書と算定の例 
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（各市 HP より） 

（施設の配置状況と、広域対応施設） 



 

 

 

 

 

 

 


